
１　専門農協

専門農協とは、限られた事業を行う農協の

ことであるが、農林水産省では1995年より信

用事業を行わない農協を専門農協と定義して

いる。今回、専門農協をとりあげる目的は、

長年議論されている農協の総合性と専門性に

ついて考えることにあり、そのために、まず

は統計資料から専門農協の現状をみてみたい

と考えたからである。専門農協の姿を垣間見

ることができる唯一の公的統計は、農林水産

省刊行の『専門農協統計表』である。本稿で

はこの統計を利用するため、農林水産省の定

義を専門農協としておく。

これまで、この統計が利用されることは

少なかった。その理由として、専門農協に

は、出資、非出資の別、専門とする業種

（酪農、養鶏、園芸特産等）に違いがあるこ

と、集計された組合が毎年同じとは限らず、

更に調査への回答率が低かったことがあ

る。「園芸特産」とは、園芸および工芸作

物を中心とする専門農協のことである。

本稿ではこうした事情を承知の上で、専

門農協の全体像や傾向を知ることができる

数値のいくつかを、特に出資組合について

概観することにする。

なお、08年３月末現在、専門農協数は2,298

であるが、休眠となっている等の専門農協が

多く、調査対象組合は796組合であった。

２　統計表の構成、組合数、組合員数

専門農協統計表は、専門農協数、組合員数、

役職員数のほか財務状況が業種別に掲載され

ている。農協数が最も多い業種は、「園芸特

産」であり、07年度の調査対象組合数は196

である（第１図）。

専門農協数は、総合農協と同様減少傾向に

ある。特に酪農協数の減少率が高く、この15

年間で61％減少した。専門農協数の減少の要

因として、専門農協間および総合農協との合

併、解散が多いと思われる。

１組合あたり組合員数は、正・准組合員あ

わせ約300人と少なく、総合農協の約１万

1,000人と比べ小規模である（第２図）。専門農

協の１組合あたり正組合員数は減少傾向にあ

るが、准組合員数は近年横ばいで推移してい

る。この点は、正・准組合員とも増加傾向に
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（注）　その他には一般、牧野管理、農村工業、農事放送、その他が含まれる。 
　　以下同じ。 
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第1図　専門農協数の推移（出資組合） 
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第2図　組合員数の推移（１組合あたり、全業種） 
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ある総合農協と異なる。ただし、正組合員の

総数は、専門農協も総合農協も減少傾向にあ

り、農業者の減少がその要因となっていると

思われる。

３ 収支と資産

第３図は、当期剰余金、損失金発生組合数

の推移である。参考に、総合農協全体に占め

る剰余金発生組合数の割合も掲載した。図に

よれば、当期剰余金を計上した組合の割合は、

各年度ともおよそ７割以上である。参考に掲

げた総合農協の場合は８割以上の年が多い。

当期剰余金計上組合の割合を主な業種別に

見たのが第４図である。07年において当期剰

余金を計上した組合の割合が最も高いのは養

鶏（83.8％）であるが、過去15年で見ると、園

芸特産が最も安定的に当期剰余金を計上し、

かつ当期剰余金計上組合の割合が高くなって

いる。当期剰余金計上組合の割合を、ばらつ

きの度合いをみる指標である変動係数でみる

と、園芸特産（3.0％）では総合農協（5.2％）

よりも低く安定している。一方、畜産は変動

が大きく（8.8％）、かつ当期剰余金計上組合の

割合が低く（07年は68.3％）、収支が厳しく推

移していることが窺える。

第１表は、資産についてみたものである。

総資産の大きい順に畜産、酪農、養鶏となっ

ている。しかし、純資産を総資産で割った値

である自己資本比率を算出すると、最も総資

産の大きい畜産では17.6％にとどまり、全業

種中最も低く、その一方、園芸特産が47.6％

と最も高くなっている。

４ おわりに

組合数では園芸特産が最も多く、酪農がそ

の後に続く。園芸特産は、当期剰余金発生割

合や自己資本比率が他業種と比べ高くなって

おり、農協経営に安定性があるように見える。

専門農協は、正組合員が全体でも１組合あ

たりでも減少傾向にある。当期剰余金計上組

合の割合は、最も高い園芸特産でも総合農協

より低い年が多くなっている。

今回は統計資料に絞って論じたが、今後は

総合農協との比較も含め、専門農協の個別の

現状についても論じていきたい。

（わかばやし　たかし）
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（注）　総合農協のデータは農林水産省『総合農協統計表』による。 

第3図　当期剰余金および損失金発生組合数 
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第4図　当期剰余金計上組合の割合（業種別） 
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第1表　組合あたりの資産（０７年度、業種別） 

畜産 

酪農 

園芸特産 

養鶏 

その他 

　 計 

61 

131 

196 

74 

133 

595

純資産（Ａ） 

163,445 

277,822 

143,763 

257,163 

87,975 

176,930

総資産（Ｂ） 自己資本比率 （Ａ）/（Ｂ） 

928,608 

785,423 

302,122 

687,887 

281,778 

516,187

17.6 

35.4 

47.6 

37.4 

31.2 

34.3




